
習志野市長期計画審議会委員への意見照会（R7.2.25～R7.3.6）における委員意見とご意見に対する市の対応

頁 分類1 分類2 質問及び意見概要 委員名 いただいたご意見への対応

13 策定にあたって Ⅱ-4 産業

市内の農業用地の大半は市街化調整区域内の農用地のため農業以外の選

択肢が無い状況と考える。その中で農業従事者の高齢化と後継者不足の影

響により生産・出荷の規模が極端に減少している。また、現在の農業従事者が

新たに外国人労働者の活用を考慮し生産性の向上を図るにも人件費のコスト

が多大である。このような観点から農業用地の多様性を含めた構想の要素が必

要と考える。

飯生委員

基本構想Ⅳ第3章3節（P.7）において、限られた農地を効率的に活用し、農業

従事者が安心して営農できるよう支援する旨を記載しており、市としては土地所有

者の意向を尊重しながら農業従者の支援に努めていくこととしていることから、現行

通りといたします。

- 全般 その他

習志野市の魅力や今後、何に力を入れていくのか、何が良くなるのか、市民が

何をしたらいいのか、何をしてもらえるのかなど、市民に伝えたいことを分かりやすく

表現したほうが良い。

鈴木委員

基本構想の役割（まちづくりの基本的な考え方等を明らかにし、まちづくりを推進し

ていく基本方針となるもの）について説明を追記します（P.1）。

また、ご意見を踏まえ、公表の際は概要版を作成し、市民にとって分かりやすい表現

となるよう工夫してまいります。

- 基本構想 その他 若い世代を呼び込むためには、子育て支援施策に一番力を入れるべき。 鈴木委員
基本構想Ⅳ第2章3節（P.6）において、子育て支援に関する方針を記載していま

す。具体的な施策について、基本計画策定段階において検討してまいります。

- 基本構想 その他
本市は交通の利便性が良いとされているが、超高齢社会を迎え、今後、市内

の交通環境をより充実させる必要があると考える。
鈴木委員

基本構想Ⅳ第1章3節（P.5）において、地域の交通需要に合った移動手段の確

保や公共交通との連携について記載しております。ご意見を踏まえ、具体的な施策

について、基本計画策定段階において検討してまいります。

4 策定にあたって Ⅱ-1 位置と地勢
習志野市の広域交通体系の状況

地図をカラーにした方がわかりやすいと思います。凡例が見にくいです。
下田委員

全般におけるデザイン性（フォント・色・図表の見易さ等）については、議決後の校

正段階で対応します。

5 策定にあたって Ⅱ-2 市の沿革

「学校・幼稚園や社会福祉関連の公共施設等の整備」とあるが、「社会福祉

関連施設」とは何か、検索しました。

どんな施設か、イメージできませんでした。

下田委員

社会福祉関連施設とは、昭和40～50年代に整備した、保育所、総合福祉セン

ター、老人福祉センターさくらの家等を指しております。ご意見を踏まえ、注釈で追記

します。
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9 策定にあたって Ⅱ-3-1.(4)地域別人口
大久保・泉町・本大久保・花咲・屋敷の平成27年（2015）の増減数

（人）、増減率（％）の▲の減少理由が読み取れませんでした。
下田委員

H22→H27における減少は、泉町及び本大久保地区における日本人住民の減少

に起因していますが、地区全体としては大久保地区の増加によりその後回復が見ら

れます。本項では、市全体の傾向を捉えるとともに、特徴的な内容（新習志野駅

勢圏における減少）のみの記述としております。

12 策定にあたって Ⅱ-3-2.将来推計人口

（４）将来推計人口の総論

【句点抜け】

「高齢者を支える」発想に加え、一人でも多くの意欲ある高齢者がその能力を

存分に発揮することを可能にする社会システムを構築することが極めて重要とい

えます」の文末、「。」が抜けています。

下田委員 ご指摘のとおり修正します。

16 策定にあたって

Ⅲ-1 市民意識調査・大

学生意識・市民参画の実

施概要

（３）市民参画・表

【表記について】

「こども若者」、「子ども会議」となっていますが、「こども」「子ども」の表記に意味を

持たせているのでしょうか。

下田委員

国の方針（特別な場合を除き、平仮名表記の「こども」を用いる）に準じて、基本

構想（素案）では、「こども」表記としています。なお、中学生からの意見聴取の「子

ども議会」については、市制施行70周年を記念して開催した「習志野市子ども議

会」を指すことから、固有名詞として「子ども議会」と表記しております。

3 基本構想
Ⅱ：まちづくりの基本的な

考え方

「発展できるグランドステージになることをめざします。」というイメージができませ

ん。

「グランドステージ」とは、何ですか。

下田委員

習志野市という「まち」全体が、本市に関係するすべての人が躍動し、進化し、発展

できる素晴らしい場所となることを表現するため、「グランド：grand（壮大な、重要

な、全てを含んだ）ステージ：stage（舞台、場所、環境）」としています。ご意見

を踏まえ、分かりやすい表記とします。

3 基本構想
Ⅲ：都市空間形成の基

本的な考え方

「ウォーカブルな都市空間」の形成とは、国土交通省のまちなかウォーカブル推進

プログラム（「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり～ウォーカブルなまちなか

の形成～）の考えでしょうか。

同じであれば、注釈を入れてはどうでしょうか。

下田委員

お見込みのとおり、本市は、国土交通省の「居心地が良く歩きたくなるまちなか」づく

りに賛同していることを踏まえたものですが、長期間の基本構想になることから、定義

づけをせずこのような表記としています。なお、表記については一部修正します。
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4 基本構想
Ⅳ：将来都市像を実現す

るための3つのピース

Ⅳ 将来都市像を実現するための３つのピース（図）

資料1-1では、「人口減少・少子超高齢社会への移行」についての記載が多く

あります。「次世代」「若い世代・子育て世代」と記載はあるが、「高齢社会」とい

う表記を入れたものがなくても大丈夫でしょうか。

下田委員

基本構想Ⅳ第2章第1節「みんなで支える医療と福祉、保健の充実」（P.6）第3

章第2節「誰もが生涯にわたって活躍できる社会の構築」（P.7）のとおり、高齢社

会を踏まえた記述としておりますので、現行通りとします。

5 基本構想
Ⅳ：将来都市像を実現す

るための3つのピース

３つのピースの「ピース」とは、英語の”peace”（平和・平穏・安心）を意味し

ているのでしょうか。

「パズルのピース」「ピースサイン」など、人によりイメージがことなると思います。

下田委員

「ピース」は、“piece（部分、一つ）”を指しており、まち、ひと、活動がまちづくりの基

本的な要素であると捉え、パズルのピースのように3つのピース（部分）がしっかりと絡

み合って形成することにより将来都市像を実現できると考えたものです。

5 基本構想
Ⅳ：将来都市像を実現す

るための3つのピース

【第１章】 いつまでも住み続けたい「まち」

第１節 日常の環境や暮らしを守る都市基盤の整備

【２つ目】

「緑やオープンスペース」は、緑を『自然環境』としてはどうでしょうか。

下田委員 ご意見を踏まえ、「緑」→「自然」とし、「自然やオープンスペース」とします。

5 基本構想
Ⅳ：将来都市像を実現す

るための3つのピース

【第１章】 いつまでも住み続けたい「まち」

第１節 日常の環境や暮らしを守る都市基盤の整備

【３つ目】

「市」ではなく、『本市』ではないでしょうか。

下田委員
「市」と「本市」の使い分けについて整理します。なお、組織としての個体を指す場合

に「市」としています。

5 基本構想
Ⅳ：将来都市像を実現す

るための3つのピース

【第１章】 いつまでも住み続けたい「まち」

第２節 市民一人ひとりを守る危機管理・安全の確保

【１つ目】

厚生労働省では、「感染症」とは細菌、ウイルス、真菌、寄生虫などの病原体

（＝病気を引き起こす微生物)が体内に侵入し増えることによって体に異常

（症状）が生じる状態のことです）と定義しています。「ウイルス性感染症」とせ

ず、「感染症」と広い意味で使ってはいかがでしょうか。

下田委員 ご意見のとおり修正します。
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6 基本構想
Ⅳ：将来都市像を実現す

るための3つのピース

【第２章】 育み学び健康で笑顔輝く「ひと」

第１節 みんなで支える医療と福祉、保健の充実

【２つ目】

「口腔保健」については、健康日本２１（厚生労働省）でも記載されていま

す。習志野市は取り組んでいるように感じていますが、記載しなくてもいいでしょう

か。

下田委員

本市では、健康づくりの一環として歯と口腔の健康づくり（歯科保健事業）に取り

組んでおります。ご意見を踏まえ、第2章第1節◆2つ目の表現を修正し、「からだ・

心・歯の健康づくり」とします。

6 基本構想
Ⅳ：将来都市像を実現す

るための3つのピース

【第３章】 すべてが協和し充実する「活動」

第３節 新たな魅力による産業の活性化と雇用の創出

「働き手不足」は、深刻な社会問題であると考えます。そのため、働き続けること

ができる、社会への貢献できる機会、雇用の創出は「若者」だけではなく、幅広

い世代で実現できる表記を入れることはできないでしょうか。

定年後は、地域に目を向けて活躍できる場があることにより活性化、健康年齢

が高まると思います。

下田委員

基本構想Ⅳ第3章第2節（P.7）に、「誰もがいつまでも安心して働ける職場環境

の整備や、地域社会で積極的に活動・交流できる機会や場の提供」について記載

していることから、現行通りといたします。

- 全般 その他

●「習志野市はお金がないから…」という発言

住んでいる人から出てくる言葉に、「習志野市はお金がないから」という発言が多

いです。小中学校の設備面、共同溝の清掃の未着手など、市民の身近で変

化を感じることができないように思います。また、「自治会に入らないとゴミ捨て場

が使用できない」と近所の方に言われ、NHKなどの報道番組のことが身近でも

あるのかと、残念に感じました。習志野市全体の高齢化が加速している中で、

「新しい若い層の多いまち」と「高齢化しているまち」では問題、課題もかなり異

なると感じています。

下田委員

本市では、現在も様々な施策に取り組んでおりますが、市民にとって目に見える変化

を感じにくいとのご意見については、市民への情報発信の仕方について引き続き工夫

してまいります。

また、高齢化の状況をはじめ、本市の中でも地域ごとに課題特性が異なるものと認

識しており、地域の特性を捉えながら基本計画の施策立案に取り組んでまいります。

- 全般 その他

●基本構想からの基本計画、実施計画

16年間という長い期間の基本構想のため、その時々の実情に応じて柔軟に対

応できる構想にならないかと思っています。

新型コロナウイルス感染症、近年の気象状況、国外の情勢、下水道のインフラ

の老朽化など、想定できないことが起きる可能性があると想定しています。また、

私が受けてきた教育や、社会経験と、次世代を担う世代の過ごしている環境は

大きく異なり、今の大人が先々を決めてしまうことはいいのであろうかと、思うこと

もあります。

下田委員

基本構想では目指すべきまちの姿となる将来都市像やまちづくりの基本的な考え方

を大きな枠組みとして示し、具体的な施策や事業は基本計画、実施計画に位置

付けてまいります。

様々な時代の変化に対応していくことも必要と考えており、16年間という長きにわた

る計画期間であることを踏まえ、基本計画や実施計画策定の都度、時流を捉えた

分析や市民意見聴取に取り組むことを予定しております。
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- 基本構想
Ⅴ：市政経営の基本方

針

●千葉県、近隣自治体との連携

習志野市だけでは解決できない、近隣自治体との連携には期待しています。例

えば、幕張本郷の駐輪場を定期利用するには、千葉市民と他市では利用料

金が大きく異なります。また、災害時の避難場所には、地域の方が利用できるだ

けのスペースの確保は難しいと想定しています。住民、帰宅困難者を含めた近

隣自治体、企業との連携など、「新しい視点や発想を行財政運営に積極的に

取り入れます」の文章には期待しています。

下田委員
国、県、近隣自治体等との連携に関する、具体的な施策や事業については、基本

計画及び実施計画策定段階において検討してまいります。

- 全般 その他

●縦割り行政改革

基本計画、実施計画では、担当課を超えた横の連携での計画の検討をして頂

きたいと思います。

下田委員
基本計画の施策立案に着手したところであり、庁内横断的な体制で施策検討に取

り組むこととしております。

9 策定にあたって Ⅱ-3-1.(4)地域別人口
地区名称（地域拠点）が現在の地域のつながりと合致しているかが不明確に

なっています。中学校学区などと合致しているのか確認させてください
宮入委員

本項では、過去からの地域別人口推移を示すため、習志野市都市マスタープラン

（H27.3）に基づく５つの地域区分（※1）で集計しています。なお、中学校区と

は異なります（※2）。

※1：市民の身近な 14 のコミュニティを最小構成単位とし、日常的な生活圏の核

となっている駅勢圏をもとに、便宜的に 5 つの地域に区分したもの

※2：通学区域は、道路や河川等の地理的状況、地域社会がつくられてきた長い

歴史的経緯や住民感情等それぞれの地域の実態を踏まえ、各市町村教育委員

会の判断に基づいて設定されるもの

10 策定にあたって Ⅱ-3-2.将来推計人口
R13～17にかけて増加する予測になっていますが、その要因（鷺沼再開発と

思料）はなんでしょうか。
宮入委員

将来推計人口は、今後想定される開発を見込んだ数値としており、鷺沼特定土地

区画整理事業R8～18年、津田沼駅南口地区市街地再開発事業R13～14年

のほか、袖ヶ浦団地再生事業等の影響を考慮しています。なお、審議会で説明のと

おり、現在、津田沼駅南口地区市街地再開発事業の影響を除外した再推計を行

うべく取り組んでおり、基本構想における将来推計人口記載については、今後、変

更の可能性があります。

8 基本構想
Ⅴ：市政経営の基本方

針

「徹底的なデジタル化」という表現は前回指摘した通り、デジタルディバイドを考

えていない表現になります。また、デジタル化が目的化してしまっていて先鋭化し

たように受け止められます。「職員減少を見据えたサービスレベル維持のためのデ

ジタル化」などの表現を検討いただくのがいいと思います。

宮入委員 デジタルディバイドを踏まえた表現について検討します。
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